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「イエスにおいては、すべてがいつくしみを語っています。イエスがあわれみを

覚えられないことなどないのです。」 
（教皇フランシスコ大勅書＜イエス・キリスト、父のいつくしみの顔＞８） 
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福岡市中央区浄水通６−２８ 

くまセン 
（カリタス福岡・熊本支援センター） 

菊池市隈府 278-2 菊池教会敷地内 

5 月９日に開設した「くまセン」は全国各

地からボランティアを受け入れて、被災地に

てボランティア活動を行っています。 

 夏休みに入り、学生さんのボランティアが

増えました。 

 立秋とは名ばかりの厳しい暑さが続きます。西原村では仮設住宅への入居がほぼ完了し、避

難所も一ヶ所に集約されました。被災された方々から今後の住まい、生活に関する不安の声が

聞かれるようになりました。できることは限られていますが、共に歩み続けたいと思います。 

 

今回はスタッフの方にお話を伺いました。 

 

ボランティアさんの様子は？ 

- 活動期間を終えて帰路につく頃になると、ボ

ランティアさんの顔が輝いています。高校生は

特に感受性が豊かな時期なのでしょう･･･「被災

者の方のもつ強さを自分も持ちたい」などと言

って帰ります。 

 

何か心がけていることはありますか？ 

- ボランティアさんが一番リラックスした状態

で活動に行けるように気をつけています。 

西原村の避難所で活躍する学生ボランティア（奥） 

くまセンスタッフ（左から、川上シスター、楠本センター長、 

新田さん、山下シスター）、 

被災された方の様子は？ 

- 高齢者の方は特に自分の痛みを表現されませ

ん。西原村は農業をされている方が多いので

すが、土に足をつけてきた方々の強さを感じ

ます。将来のことも不安でしょうが「ここに

（避難所に）いられるだけで幸せ」と語る

方々の笑顔が印象的です。 

- 夏休みは避難所に子どもの姿が多く、学生ボ

ランティアと楽しく遊ぶことができてとても

良かったです。 



 

サンプル文章 

 

被災者のための祈り 

主よ、熊本地震で被災された人々のために祈ります。 

今、不安の最中
さなか

にいる人々に、 

主よ、あなたの平和をお与えください。 

今、愛する家族、友を失った人々に、 

主よ、あなたの慰めをお与えください。 

今、悲しみのうちに祈る人々に、 

主よ、あなたの恵みをお与えください。 

今、闇の中で迷う人々に、 

主よ、あなたの光をお与えください。 

今、傷ついた人を助ける人々に、 

主よ、あなたの愛をお与えください。 

今、みもとに召された人々に、 

主よ、あなたの命をお与えください。 

今、大地と人の心に刻まれた深い傷を、 

主よ、あなたの御手で癒してください。 

わたしたちがいつまでも忘れることなく、苦しむ人々の心に寄り

添うことができますように。 

わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン。 

（福岡教区長 宮原良治認可） 

 

重いものを運んでほしい！ 

家の中の片付けを手伝ってほしい！ 

屋外の片付けを手伝ってほしい！！ 

 

被災された方で、ボランティアに来てほし

い方は遠慮なくご連絡ください。 

くまセン（カリタス福岡・熊本支援センター） 

℡０８０−２７０３−０２６６ 

困っていませんか？ 独りで問題を抱えていませんか？ 

周りに心配な方はおられませんか？ 

被災者支援室とカリタス福岡・熊本支援センター（くまセン）は

多くの方のサポートを受け、下記の支援を行っています。 

義援金の申請受付について 

熊本県の各小教区に在籍しているカトリッ

ク信徒、あるいは熊本在住のカトリック外

国人信徒で被災された方にお見舞金を支給

しています。詳細は所属教会の主任司祭、

または被災者支援室まで。 

被災者支援室 

℡０８０−１７６１−４１５０ 

支援室通信 No.2 (2016 年 8 月 15 日発行) 

 

これから… 

地震発生から 4ヶ月。被災

地の状況、ニーズは刻々と変

わります。「苦しむ人々の心

に寄り添うことができますよ

うに。」 

支援金送金先： 

郵便振替 ０１７６０−６−２０７２９ 

加入者名 カトリック福岡司教区 

※通信欄に「熊本地震支援金」と

ご明記ください 

 

支援室ホームページ
http://fukuoka.catholic.jp/ejsien.
html 

支援室 Facebook 

https://www.facebook.com/fuku
oka.diocese.relief/ 

夏休み期間中、福岡教区の助祭と神学生（金助祭、船津神学生、古市神学生、李神学生）がリ

レー形式でくまセンの活動に携わっています。 

「カクスコない？カクスコ！」それがガレキ片を掻き集める際に使われる角スコップの略と

も知らずに「別に隠すことは無い」とたじろぐわたしたちは、戸惑いながらも指示に従い、た

だひたすら「カクスコ」でガレキ片を掻いていく。また西原村などの高齢者の方言も理解が難

しく、時々、正直よく分からない。しかしその方々はわたしたちのことをいつも心から喜んで

下さる。「宣教とは説教することではない。わたしたちの存在そのものが語りかける。」マザ

ーテレサの言うように言葉によらずとも行いをもって喜びを告げ知らせる者となれるよう、こ

れからも自らの召命の道を歩み、深めていきたい。（福岡教区神学生 神学科１年 船津亮太） 


